


旭日小綬章 
地方自治功労 
 
工 藤 　 策さん 
　　　（73歳・藤崎） 

　工藤さんは昭和49年３月に旧本荘市
議会議員になられ、平成15年４月まで
８期29年にわたり在職され、地方自治
の発展に尽力されました。この間、平
成３年５月から平成５年９月まで副議
長を務められたほか、議会選出の農業
委員を務められました。 

写真:｢私個人でいただいたものではなく、皆
さんからの声援・支えがあっていただいたも
のです｣と話す工藤さん 

旭日双光章 
地方自治功労 
 
伊 藤 修 一さん 
　（76歳・大内三川） 

　伊藤さんは昭和39年10月に旧大内村
議会議員になられ、平成元年９月まで
７期24年11ヶ月にわたり、大内村・大
内町議会議員を歴任し、地方自治の発
展に尽力されました。この間、昭和56
年９月から平成元年９月まで議長を務
められました。 

写真:｢このような栄誉に恵まれ、支えていた
だいた多くの皆さんに大変感謝しています｣
と話す伊藤さん 

瑞宝単光章 
消防功労 
 
成 田 正 雄さん 
　（74歳・岩谷町） 

　成田さんは昭和31年に旧大内村消
防団員になられ、昭和63年副分団長、
平成９年から平成12年まで分団長を
務められ、通算44年余にわたり地域
防災活動や団員の指導育成に尽力さ
れました。 

写真:｢消防の先輩の方々のご指導や、地域
の皆さんに支えられてきました。感謝して
います｣と話す成田さん 

瑞宝単光章 
消防功労 
 
渡部　　侃さん 
　（74歳・松ヶ崎） 

　渡部さんは昭和29年10月に旧本荘市
消防団松ヶ崎地区隊団員になられ、昭
和61年副分団長、平成２年分団長、平
成10年から平成19年まで副団長を歴任
され、通算52年余にわたり地域防災活
動や団員の指導育成に尽力されました。 

写真:｢先輩の方々や家族に支えてもらってこ
こまできました。本当に感謝しています｣と
話す渡部さん 

齋藤監査委員 加藤監査委員 

　
救
命
手
当
の
連
携
に
よ
っ
て
尊

い
命
が
救
わ
れ
た
と
し
て
、
佐
々

木
奈
央
さ
ん
（
写
真
左
・
24
歳
・

砂
子
下
）
と
小
林
由
紀
子
さ
ん
（
写

真
右
・
31
歳
・
中
館
）
に
対
し
、

市
消
防
本
部
か
ら
四
月
二
十
八
日
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
佐
々
木
さ
ん
は
、
二
月
末
に
市

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
観
戦
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
競
技
中
に
突
然
心
肺
停
止
状

態
と
な
っ
た
選
手
へ
い
ち
早
く
駆

け
つ
け
、
救
急
車
の
要
請
を
依
頼

す
る
と
と
も
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
開
始
。
ま
た
小
林
さ
ん
は
体
育

館
に
備
え
付
け
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
参
、

操
作
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、

そ
の
後
到
着
し
た
救
急
隊
に
引
き

継
ぎ
、
心
拍
と
呼
吸
が
再
開
し
た

も
の
で
す
。
お
二
人
は
、
こ
の
よ

う
な
場
面
に
あ
っ
た
場
合
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
し
て
「
そ
の
人
の
状
況

を
見
て
、
周
り
の
人
に
声
を
か
け

な
が
ら
冷
静
に
対
応
で
き
れ
ば
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
加
藤
寿
監
査
委
員
、
齋
藤
栄
一

監
査
委
員
が
四
月
二
十
三
日
、
大

仙
市
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
八
回

県
都
市
監
査
委
員
会
定
期
総
会
の

席
上
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
表
彰
は
、
両
委
員
が
監
査

業
務
に
精
励
さ
れ
、
監
査
委
員
制

度
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
加
藤
委
員
は
平
成
十

七
年
七
月
か
ら
識
見
監

査
委
員
と
し
て
、
齋
藤

委
員
は
同
年
十
一
月
か

ら
議
会
選
任
監
査
委
員

と
し
て
、
本
市
の
財
務

事
務
や
事
業
の
経
営
管

理
の
適
正
化
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
市
芸
術
文
化
協
会
連
合
会
（
岡
田
邦
雄
会
長
）
の
「
芸
術
文

化
賞
」
「
芸
術
文
化
功
労
賞
」
の
第
三
回
表
彰
式
が
四
月
二
十

八
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
二
人
に
芸
術
文
化
賞
、
五

人
に
芸
術
文
化
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
芸
術
文
化
賞
で
岡
本
フ
キ
子
さ
ん
（
61
歳
・
二
十
六
木
・
民

謡
）
と
三
浦
ナ
ミ
子
さ
ん
（
67
歳
・
前
郷
・
舞
踊
）
が
、
芸
術

文
化
功
労
賞
で
三
浦
喜
利
子
さ
ん
（
59
歳
・
鶴
沼
・
筝
と
地
唄

三
味
線
）、
金
子
京
子
さ
ん
（
80
歳
・
矢
島
町
田
中
町
・
短
歌
）、

　
野
利
津
さ
ん
（
79
歳
・
岩
城
亀
田
大
町
・
天
鷺
ぜ
ん
ま
い
織
）、

　
橋
喜
一
郎
さ
ん
（
82
歳
・
岩
谷
町
・
絵
画
普
及
）、
村
上
農

富
さ
ん
（
71
歳
・
鳥
海
町
猿
倉
・
舞
踊
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
岡
田
会
長
は
表
彰
に
あ
た
り
「
本
日
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
地
域
の
芸
術
文
化
の
発
展
、
協
会
運
営
に
多
大
な
貢

献
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
さ
ら
に
芸
術
の

真
髄
を
極
め
、
地
域
・
芸
術
文
化
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

貢
献
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
祝
賀
会
で
は
、

受
賞
者
の
皆
さ
ん

が
舞
や
民
謡
な
ど
、

洗
練
さ
れ
た
祝
芸

を
披
露
し
、
会
場

は
盛
ん
な
拍
手
に

包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。 

　
花
と
緑
の
愛
護
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功

労
者
と
し
て
、
本
市
の
子
吉
川
市

民
会
議
（
齋
藤
悟
事
務
局
長
）
へ

国
土
交
通
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
『
第
二
十
回
全
国
「
み

ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い
』
で
表

彰
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
つ
ど
い

は
「
み
ど
り
の
日
」
制
定
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
緑
を
守
り
育
て
る
運

動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に

毎
年
開
催
。
今
年
は
四
月
十
九
日

に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
九
十
五
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
子
吉
川
市
民
会
議
は
「
河

川
な
ど
の
み
ど
り
の
愛
護
団
体
」

と
し
て
、
子
吉
川
の
清
掃
や
河
川

公
園
な
ど
へ
の
花

壇
の
整
備
や
花
植

え
な
ど
、
市
民
の

自
然
を
愛
す
る
気

持
ち
の
醸
成
に
努

め
て
い
る
活
動
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
本
市
の
鳥
海
地
域
出
身
者
な
ど

首
都
圏
に
在
住
す
る
方
で
構
成
す

る
「
ふ
る
さ
と
鳥
海
の
会
（
菊
地

昭
夫
会
長
）
」
が
、
四
月
二
十
六

日
に
開
催
さ
れ
た
秋
田
県
人
会
連

合
会
総
会
で
、
県
知
事
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。 

　
今
年
が
連
合
会
の
五
十
五
周
年

に
あ
た
り
、
そ
の
記
念
事
業
と
し

て
、
加
盟
団
体
の
活
動
を
審
査
・

選
考
し
、
同
会
の
活
動
が
会
員
の

郷
土
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
本
県

の
観
光
振
興
、
県
産
品
の
販
路
拡

大
に
貢
献
し
た
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。 

　
連
合
会
の
加
盟
団
体
が
県
知
事

賞
を
受
賞
す
る
の
は
初
め
て
と
い

う
こ
と
で
、
菊
地
会
長
は
「
び
っ

く
り
し
て
い
ま
す
。
受
賞
を
会
員

と
と
も
に
喜
び
た
い
。
連
合
会
の

活
動
が
さ
ら
に
盛
ん
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。 

表
彰
状
を
手
に
す
る
菊
地
会
長 

長谷部市長に報告に訪れた 
子吉川市民会議の皆さん 
（５月１日） 

受賞された皆さん 
（前列左から）岡本さん、三浦 
ナミ子さん、三浦喜利子さん、 
（後列左から）村上さん、　野 
さん、　橋さん、秋山矢島芸文 
協会長（金子さん代理） 



　春の子吉川クリーンアップが４月29日、
子吉川市民会議（齋藤悟事務局長）の主
催で行われ、市民ボランティアや高校生
など約300人が参加しました。  
　集まったゴミは２㌧トラック４台分ほ
どで、冷蔵庫や自転車なども捨てられて
おり、参加した尾留川敦君（本荘高１年・
赤沼）は「ゴミの多さに驚きました。捨
てないでほしい」と話していました。 

　東由利地域野田地区で４月24日、「森に
親しむ会（東由利林業懇話会主催／佐藤恒
悦会長）」が行われ、地域のお年寄りと保
育園児、小学生など約100人が参加し、ナ
メコとシイタケの菌体を原木に打ち込む駒
打ち作業とシイタケの収穫を体験しました。
参加した石綿輝君（高瀬小４年・横渡）は
「シイタケもナメコも大好きなので、大き
く育つといいです」と元気いっぱいに話し
てくれました。 

　
由
利
地
域
の
旧
鮎
川
小
学
校
を
会
場
に
四

月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
、
「
鮎
の
風
・
春

の
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
音
楽
室
で
の
合
唱
や
体
育
館

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
思
い
思
い
に
満
喫
。
一
回
目
か
ら

参
加
し
て
い
る
と
い
う
管
野
ツ
ル
さ
ん
（
86

歳
・
前
郷
）
は
「
だ
ん
だ
ん
人
の
顔
も
覚
え
、

み
ん
な
と
歌
っ
て
、
た
い
し
た
楽
し
い
で
す
」

と
明
る
い
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

�
　
鮎
の
風
�
実
行
委
員
会
の
小
澤
茂
会
長

は「
学
校
の
維
持
管
理
、
環
境
整
備
作
業
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
参
加
者
も
増
え

て
い
ま
す
。
長
く
存
続
す
る
た
め
に
は
地
域

の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
。
今
後
も
交
流
会
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

〟
〟

　
市
の
観
光
シ
ン
ボ
ル
「
鳥
海
山
」

（
標
高
二
、
二
三
六
メ
ー
ト
ル

）
の
矢
島

口
山
開
き
が
、
関
係
者
約
五
十
人

が
出
席
し
四
月
二
十
四
日
、
同
登

山
ル
ー
ト
五
合
目
の
祓
川
ヒ
ュ
ッ

テ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
五
合
目
付
近
は
例
年
よ
り
も
雪

が
少
な
く
、
こ
の
日
は
風
が
ほ
と

ん
ど
な
い
穏
や
か
な
天
候
。
ヒ
ュ

ッ
テ
内
で
行
わ
れ
た
安
全
祈
願
祭

の
後
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
、
春
ス
キ
ー
や
登

山
の
愛
好
家
が
楽
し
み
に
し
て
い

た
シ
ー
ズ
ン
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

四
季
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
情

を
見
せ
て
く
れ
る
鳥
海
山
。
今
年

も
多
く
の
人
が
ス
キ
ー
や
登
山
を

楽
し
み
に
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　「桜・菜の花まつり」のイベントが
５月３日に道の駅にしめ周辺で開催さ
れ、今年も多くの人でにぎわいました。
　菜の花の無料摘み取りや菜の花大迷
路スタンプラリー、道の駅にしめイベ
ント広場では大抽選会などが行われ、
訪れた観光客は３㌶の畑一面に咲いた
色鮮やかな菜の花に囲まれ、笑顔あふ
れるひとときを過ごしました。 

　岩城地域の天鷺村で５月３日～５日、
天鷺春まつりが行われ、ぜんまい織
りの実演や、各種物産などに多くの
観光客が訪れました。物産コーナー
ではゆでたうどんに砂糖と梅を添えた、
亀田地区に伝わる「地獄うどん」も
出され、食べた人は「不思議な味！」
などと声をあげるなど、思い思いに
休日を楽しんでいました。 

　
旧
本
荘
、
亀
田
、
矢
島
の
各
藩
の
三

方
の
境
界
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
呼
称

さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
、
石
沢
地
区
三

ツ
方
森
町
内
（
猪
股
與
左
衛
門
会
長
）

で
四
月
二
十
九
日
、
恒
例
の
山
焼
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
山
焼
き
は
、
山
の
枯
れ
草
を
焼
く
こ

と
で
灰
が
肥
料
と
な
り
、
新
芽
が
豊
か

に
芽
吹
く
と
と
も
に
害
虫
の
卵
の
駆
除

に
も
な
る
、
三
百
年
続
く
地
区
の
伝
統

行
事
。
今
年
は
、
地
元
住
民
と
平
成
十

二
年
に
結
成
さ
れ
た
「
三
ツ
方
森
の
山

焼
き
を
残
す
会
」
の
会
員
、
県
立
大
学

の
学
生
二
十
一
人
な
ど
、
総
勢
五
十
人

で
の
山
焼
き
と
な
り
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
熱
風
に
顔
を
そ
む
け
、
立

ち
込
め
る
白
煙
に
目
を
細
め
な
が
ら
も
、

く
ま
手
で
枯
れ
草
を
集
め
、
じ
ょ
う
ろ

で
水
を
掛
け
て
火
勢
や
進
路
を
調
節
し

な
が
ら
、
お
よ
そ
十
　
の
山
の
斜
面
を

焼
き
払
い
ま
し
た
。 

ヘ
ク 

タ
ー
ル 

　
本
荘
消
防
署
で
毎
年
恒
例
の

『
消
防
と
チ
ビ
ッ
コ
た
ち
と
の

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
』
が
五
月

五
日
の
こ
ど
も
の
日
に
開
催
さ

れ
、
消
防
署
庁
舎
前
は
た
く
さ

ん
の
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

　
消
防
車
や
救
急
車
の
展
示
や

試
乗
の
ほ
か
、
小
型
ポ
ン
プ
で

の
放
水
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
に
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
。

中
で
も
地
上
約
十
メ
ー
ト
ル

ま
で
上
昇

す
る
は
し
ご
車
へ
の
搭
乗
が
人

気
で
「
怖
か
っ
た
け
ど
楽
し
か

っ
た
。
も
う
一
度
乗
っ
て
み
た

い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
例
年
以
上

の
人
出
だ
っ
た
こ
の
日
、
消
防

士
と
親
子
の
笑
顔
が
ま
ぶ
し
く

輝
い
た
一
日
で
し
た
。 



　
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅

　
本
荘
地
域
　
　
２
戸
　
（
松
涛
）

　
　
　
　
　
　
　
１
戸
　
（
梵
天
）

　
岩
城
地
域
　
　
１
戸
　
（
愛
宕
）

　
　
　
　
　
　
　
１
戸
（
愛
宕
東
）

　
　
　
　
　
　
　
１
戸
（
新
鶴
潟
）

　
由
利
地
域
　
　
２
戸
（
滝
沢
舘
）

　
東
由
利
地
域
　
１
戸
　
（
吉
野
）

▽
公
共
住
宅
（
若
者
）

　
東
由
利
地
域
　
１
戸
　
（
吉
野
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
５

　
月
25
日（
月
）ま
で
市
都
市
計
画
課

　（
☎
24
―
６
３
３
４
）ま
た
は
各
総

　
合
支
所
建
設
課
ま
で

▽
と
き
　
５
月
22
日（
金
）午
前
10
時
〜

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

▽
年
会
費
　
３
千
円

▽
問
い
合
わ
せ
先
　（
社
）市
シ
ル
バ

　
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
５
１

　
１
１
）

※
秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
秋

　
田
し
ん
せ
い
農
協
の
通
帳
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
。

　
秋
田
地
方
法
務
局
本
荘
支
局
で

は
、
次
の
日
程
で
「
特
設
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務

　
局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
）

　
全
国
水
道
週
間
に
あ
わ
せ
て
次
の

行
事
を
行
い
ま
す
。

【
水
道
施
設
見
学
会
と
子
吉
川
の
源

　
流
「
法
体
の
滝
」
を
訪
ね
る
会
】

▽
と
き
　
６
月
３
日（
水
）午
前
９
時

　
ガ
ス
水
道
局
集
合
（
小
雨
決
行
）

▽
コ
ー
ス
　
蟻
山
浄
水
場
、
水
源
の

　
森（
植
樹
）、猿
倉
浄
水
場
、法
体
の

　
滝（
昼
食
）〜
終
了
午
後
３
時
こ
ろ

▽
持
ち
物
　
昼
食
　
※
定
員
30
人

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

　
さ
い
。
（
参
加
無
料
）

【
水
道
週
間
記
念
講
演
会
】

▽
と
き
　
６
月
４
日（
木
）午
後
１
時

　
30
分
〜
（
入
場
無
料
）

▽
と
こ
ろ
　
ア
ク
ア
パ
ル

▽
演
題
　
「
新
し
い
水
社
会
づ
く
り

　
に
向
け
て
」

▽
講
師
　
元
秋
田
魁
新
報
社
論
説
委

　
員
長
　
佐
々
木
悦
男
さ
ん

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
５

　
月
25
日（
月
）ま
で
ガ
ス
水
道
局
管

　
理
課
（
☎
22
―
４
３
７
５
）

▽
と
き
　
６
月
１
日（
月
）午
前
８
時

　
30
分
〜
受
け
付
け
、
10
時
〜
記
念

　
登
山

▽
と
こ
ろ
　
太
平
キ
ャ
ン
プ
場
ほ
か

▽
記
念
登
山
参
加
料
　
千
円

※
登
山
に
適
し
た
服
装
で
ご
参
加
く

　
だ
さ
い

▽
持
ち
物
　
食
料
、飲
料
水
、雨
具
、

　
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
物

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
５

　
月
27
日（
水
）ま
で
、
市
観
光
協
会

　
鳥
海
支
部
（
☎
57
―
２
２
０
５
）

◆
平
成
20
年
度
市
税
の
納
め
忘
れ
は

　
あ
り
ま
せ
ん
か

　
平
成
20
年
度
の
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
市
・
県
民
税
、
国
民
健

康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
お

近
く
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま
た
は
市

役
所
内
市
金
庫
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
市
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　
市
税
の
納
付
は
、
安
心
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
手
続

き
は
簡
単
で
す
。
通
帳
と
届
出
印
を

持
参
の
う
え
、
市
内
の
金
融
機
関
、

Ｊ
Ａ
、
郵
便
局
ま
た
は
市
収
納
課
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
市
税
の
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　
平
成
21
年
度
市
税
の
納
期
限
は
、

下
記
の
納
税
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り

で
す
。
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
納
期
限
後
の
納
付
に
は
、
督
促
手

　
数
料
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
収
納
課
（
☎

　
24
―
６
２
５
６
）
ま
た
は
各
総
合

　
支
所
振
興
課
税
務
班

　
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
へ
の
改
修

の
た
め
、
５
月
25
日（
月
）〜
６
月
15

日（
月
）臨
時
休
館
し
ま
す
。

※
企
画
展
「
本
荘
御
用
絵
師
　
増
田

　
象
江
 
展
」
は
５
月
24
日（
日
）ま

　
で
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
郷
土
資
料

　
館
（
☎
24
―
３
５
７
０
）

　
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
歩
行
が
困

難
な
方
な
ど
が
利
用
す
る
軽
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
そ
の
障
害
の
程
度
に

よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
減
免
を
受
け
る

に
は
、
次
の
と
お
り
期
限
ま
で
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
減
免
申
請
で
き
る
方
　
身
体
障
害

　
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病
者

　
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
、
減
免
に

　
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
　
減
免
申
請

　
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
、
運
転

　
免
許
証
、
車
検
証
、
軽
自
動
車
税

　
納
税
通
知
書（
５
月
11
日（
月
）発

　
送
）、
印
鑑

※
本
人
以
外
の
方
が
運
転
す
る
場

　
合
、
生
計
同
一
証
明
、
常
時
介
護

　
証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
申
請
書
提
出
先
　
市
税
務
課
住
民

　
税
班
、各
総
合
支
所
振
興
課
税
務
班

▽
提
出
期
限
　
５
月
25
日（
月
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
税
務
課
住
民

　
税
班（
☎
24
―
６
３
０
２
）ま
た
は

　
各
総
合
支
所
振
興
課
税
務
班
ま
で

　
市
消
費
者
の
会
が
開
催
い
た
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
５
月
22
日（
金
）午
後
２
時

　
15
分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー

　
（
市
役
所
と
な
り
）
３
階
学
習
ホ

　
ー
ル

▽
内
容
　
食
生
活
と
健
康
づ
く
り
／

　
住
宅
火
災
警
報
器
の
必
要
性
に
つ

　
い
て

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
交
通
防
災
課

　
市
民
相
談
班（
☎
24
―
６
２
５
１
）

▽
と
き
　
６
月
６
日（
土
）午
前
９
時

　
30
分
〜
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場

▽
内
容
　
し
つ
け
方
教
室
、
相
談
コ

　
ー
ナ
ー
、
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注

　
射
の
実
施
な
ど（
登
録
料
３
千
円
、

　
注
射
手
数
料
３
千
70
円
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
６

　
月
３
日（
水
）ま
で
、（
社
）県
獣
医

　
師
会
由
利
支
部
・
佐
々
木
さ
ん

　
（
☎
53
―
３
２
３
２
）

▽
と
き
　
５
月
30
日（
金
）午
後
２
時

　
30
分
〜
４
時

▽
と
こ
ろ
　
鶴
舞
会
館
３
階
講
堂

▽
内
容
　
・
演
題
「
空
気
の
様
な
メ

　
デ
ィ
ア
」
・
講
師
　
元
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋

　
田
放
送

報
道
局
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

　
長
　
依
本
悟
さ
ん

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
生
涯
学
習
推

　
進
課
（
☎
24
―
６
２
８
４
）

①
エ
ク
セ
ル
基
礎
（
初
心
者
向
け
）

▽
実
施
日
　
６
月
22
日（
月
）

②
エ
ク
セ
ル
初
級

▽
実
施
日
　
６
月
23
日（
火
）

③
エ
ク
セ
ル
中
級
①

▽
実
施
日
　
６
月
29
日（
月
）

④
エ
ク
セ
ル
中
級
②

▽
実
施
日
　
６
月
30
日（
火
）

▽
会
場
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

　
時
30
分

▽
受
講
資
格
　
市
内
在
住
者
で
雇
用

　
保
険
の
受
給
資
格
の
な
い
離
職
者

　（
求
職
者
に
限
る
）

▽
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先

　
５
月
29
日（
金
）ま
で
本
荘
由
利
職

　
業
訓
練
協
会（
☎
23
―
５
５
０
２
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
。ま
た
、

　
受
講
日
数
に
応
じ
て
受
講
手
当
を

　
支
給
し
ま
す
。

日時 開設場所 開設時間

南内越公民館

鶴舞会館
東由利公民館
矢島福祉会館
紫水館
社会福祉協議会西目支所
善隣館
岩谷会館

高城センター

５月20日（水）

６月１日（月）

６月２日（火）

６月４日（木）

午後１時30分
　～３時30分

午前10時
　～午後３時

午後６時30分
　　　～９時

６月１日（月）
６月30日（火）
７月31日（金）
８月31日（月）
９月30日（水）
11月２日（月）
11月30日（月）
12月28日（月）

22年２月１日（月）
22年３月１日（月）

税目
納期限 軽自動車税 固定資産税 市県民税 国民健康保険税

全期 第１期

第２期

第３期

第４期

第１期

第２期

第３期

第４期

第１期
第２期
第３期
第４期
第５期
第６期
第７期
第８期

″

″

　市では本荘･矢島･東由利地域で地籍調査事業を実
施しており、立ち入り地域の調査期間は６月から10
月ころまでを予定しております。各地域の調査地区
は次のとおりです。該当地域の土地所有者のご協力
をよろしくお願いいたします。
（　　　が今年度新規立ち入り調査地区）

※測量の基準となる杭（図根三角点・多角点）の敷
　地内設置のご協力もお願いします。
　問い合わせ先　
　本荘地域：税務課地籍調査班（☎24－6257）
　矢島地域：矢島総合支所振興課地籍調査班（☎55－4961）
　東由利地域：東由利総合支所振興課地籍調査班（☎69－2110）

地域

本　荘

矢　島

東由利

大字
大　簗
鳥田目
矢島町
木　在
矢島町
立　石
東由利
黒　渕
   

東由利
田　代

東由利舘合

笹井･漆畑
荒沢･砂子沢･小山･鳥田目
八木森･桜山･名高･二タ又･不動ヶ
沢･丸森 
悪戸･堀苗代･前田表･岩田表･下田
表･上野･新田･中田
段ノ下･石田･前田面･野中･沢内口･
沢内･湯田
田代･沖田･亀嶋･笹山･住吉･山ノ下
･高戸屋･野崎･福島野･下小屋･畑中
･時雨山･上ノ台･川原田･上台･エク
サ田･久保田･四十刈･須郷田向･晴
ヶ台･弥造釜
離森･日暮山沢

字

　市では、子育てと在宅介護支援を目的に、市内にお住ま
いの次の世帯に対して、市指定ごみ袋100枚を支給します。
①平成21年４月１日以降に誕生した満１歳未満の乳児のいる世帯
　申請方法
　出生届けの際に、「指定ごみ袋支給申請書」を市民生活
課または各総合支所市民課に提出してください。
※指定ごみ袋支給申請書は、出生届の際、窓口でお渡しし
　ます。
※申請は、乳児１人につき、１回限りです。
※市外に出生届を提出した場合は、出生を証明する書類〈母
　子手帳など〉、印鑑をお持ちのうえ、生活環境課へおい
　でください。
②平成21年４月１日現在で、介護保険法に基づく要介護４または要
　介護５の認定を受けている方（施設入所者を除く）がいる世帯
　申請方法
　「指定ごみ袋支給申請書」を生活環境課または各総合支
所市民課に提出してください。
※指定ごみ袋支給申請書は、生活環境課または各総合支所
　市民課窓口でお渡しします。
※介護保険被保険者証、印鑑をお持ちください。
　問い合わせ先　市生活環境課（☎24－6253）、各総合支
　所市民課

　相談受け付け時間　午前８時30分～午後８時
※当分の間、土・日曜日、祝日も受け付けしています。
　問い合わせ先　市発熱相談センター（本荘保健センター内）
　（☎22－1834）

▽
▽

▽
▽

▽
▽

詳しくは裁判員制度ウェブサイト http://www.saiban in.courts.go.jp/
          　問い合わせ先　秋田地方裁判所総務課（☎018－824－3121）▽

公営住宅（岩城・新鶴潟）
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■本荘中央児童館「土曜教室」 
日時　５月23日㈯午前10時～正午 
場所　本荘中央児童館 
内容　お茶会－くり入りおやきを作ろう－ 
　お菓子を作って、作法を学びなが
ら食べましょう。 
持ち物　エプロン　参加費　無料 
問い合わせ先　本荘中央児童館 

（☎22-3489） 
 

 
　遊泳館では、５月27日㈬から６月
３日㈬までの期間、プール施設の安
全点検と清掃のため休館します。皆
様のご理解とご協力をお願いします。 
 
 
■旺玄会　第３回吉尾房子遺作展 

　洋画家（故）吉尾房子さんの遺作展
を開催しています。旧大内町ゆかり
の吉尾さんが出羽伝承館に寄贈した
作品32点の中から、今回は７点を展
示しています。  
時間　午前９時～午後７時 
　（９月以降、～午後６時：休館） 
場所　出羽伝承館（☎62-0505） 
　（毎週月曜日休館。祝日の場合は
　　次の日） 
 
■陶芸教室 
①土練り②成形③うわぐすり④完成
　披露 
日時　《夜の部：午後６時～９時》 
　①６月19日㈮、②20日㈯
　③７月11日㈯、④24日㈮ 
《昼の部：午前10時～午後４時》 
　①６月21日㈰、②22日㈪
　③７月12日㈰、④26日㈰
場所　東由利陶芸工房（道の駅東由利裏） 
対象　中学生以上 
定員　各部15人（先着順） 
参加料　一般　　　　1,500円  
　　　　中・高校生　   500円  
申し込み・問い合わせ先　東由利教
　育学習課（☎69-2310） 
 
■「いきいき貯筋体操教室」開催中！ 
日時　５月20日㈬、27日㈬、６月３
　日㈬、７月８日㈬、15日㈬、22日
　㈬、29日㈬午前10時～11時30分 
場所　西目公民館シーガル 
　※受講料無料 
問い合わせ先　西目公民館 

（☎33-2315） 

県立大学 

本荘キャンパス 
　　  通信 

№43

「遊泳館」休館します 

新
入
生
が
鳥
海
高
原
で
宿
泊
研
修 

語
学
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！ 

 

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
好
評
の
市
民
向
け
語

学
教
室
を
開
講
し
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
初
級
会
話
や
文
化
・
生
活
習
慣

を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▽
開
講
日
　
①
ス
ペ
イ
ン
語
②
中
国
語
③
韓
国
語 

①
５
月
26
日（
火
）か
ら
７
月
14
日（
火
）ま
で

　
の
火
曜
日
・
全
８
回（
予
定
） 

②
５
月
28
日（
木
）か
ら
８
月
６
日（
木
）ま
で

　
の
木
曜
日
・
全
10
回（
予
定
） 

③
６
月
18
日（
木
）か
ら
９
月
10
日（
木
）ま
で

　
の
木
曜
日
・
全
10
回（
予
定
） 

※
７
月
23
日
、
８
月
13
日
・
27
日
は
休
講 

▽
講
義
時
間
　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時 

▽
場
所
　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
内
講
義
室 

▽
対
象
　
一
般
・
大
学
生（
定
員
は
各
教
室
20
人
） 

▽
参
加
費
　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど（
受
講
料
は
無
料
） 

▽
申
し
込
み
期
限
　
５
月
25
日（
月
） 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
立
大
学

　
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
教
務
・
学
生
チ
ー
ム
（
☎

　
27
―
２
０
０
０
） 

　
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
新
入
生
に
地
域

や
大
学
の
こ
と
を
深
く
知
っ
て
も
ら
い
、
さ

ら
に
新
入
生
同
士
や
教
員
と
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
に
、
今
年
か
ら
一
泊
二
日
の
宿
泊
研

修
を
始
め
ま
し
た
。 

　
宿
泊
研
修
は
四
月
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

の
金
・
土
曜
日
を
利
用
し
て
三
回
に
分
け
て
行

わ
れ
、
羽
後
本

荘
駅
か
ら
矢
島

駅
ま
で
を
由
利

高
原
鉄
道
・
鳥

海
山
ろ
く
線
に

乗
り
、
鳥
海
高

原
花
立
牧
場
公

園
の
矢
島
ス
ポ

ー
ツ
宿
泊
施
設

「
ユ
ー
ス
プ
ラ

ト
ー
」
に
宿
泊

し
ま
し
た
。 

　
初
日
の
自
己
紹
介
で
お
互
い
を
知
り
あ
う
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
二
日
目
に
は
、
先
生
か
ら

学
生
生
活
や
学
習
へ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て

の
講
話
を
聞
き
、

ふ
る
さ
と
紹
介

な
ど
の
グ
ル
ー

プ
発
表
で
お
互

い
の
個
性
を
確

か
め
合
い
ま
し
た
。 

　
新
入
生
た
ち

は
散
策
で
鳥
海

高
原
の
自
然
に

も
触
れ
、
「
秋

田
県
出
身
だ
が
、
鳥
海
山
を
あ
ん
な
に
近
く

で
観
た
こ
と
は
な
く
感
動
し
た
」
「
夜
の
星

が
き
れ
い
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。 

▲機械知能システム学科の参加者一同 
（４月11日、ユースプラトーで） 

▲由利高原鉄道の貸し切り車両で移動 

▲県外出身者がふるさとを紹介 

▲鳥海高原を散策して自然を満喫 

地域  
情報  
コーナー 

 
■公共施設休館日（５月下旬） 
日新館　17日㈰
青少年ホーム　24日㈰、日曜・祝日
　の夜間（午後５時～） 

矢島教育学習課（☎56-2203） 
寿康苑　17日㈰、25日㈪

寿康苑（☎56-2940） 
福祉会館　24日㈰

福祉会館（☎56-2205） 
 

■「染色講座」を開催します 
　図柄を彫った型紙の上からハケを
使ってさまざまな色を刷り込んで染
める方法で、誰でも気軽に作品づく
りが楽しめます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
日時　７月10日㈮から来年２月まで
　の第２金曜日（全８回）午前９時
　30分～正午 
場所　由利コミュニティセンター「善
　隣館」 
講師　工藤克子さん 
定員　先着10人（受け付け開始５月
　19日㈫～） 
料金　毎回1,000円（ハケ、染料使
　用料）※材料費は別途かかります。
申し込み・問い合わせ先　由利教育
　学習課（☎53-2245） 

▽
 

▽
 

▽
 

●トピックス 
　新着案内は、４月から市内三図書館四図書室および伝承館で購入し
た図書を紹介しています。紹介できる冊数に限りがありますので、来
館されるか、ホームページからの蔵書検索などで、市内図書館・図書
室を身近にご利用ください。 
※「第55回青少年読書感想文全国コンクール」課題図書が決まりました。
　18冊の課題図書は、図書館・図書室で貸し出しできます。読書で世
　界を広げ、書いて世界を作ってみませんか。 

４月26日執行 

◆選挙結果（敬称略） 
○高野吉孝（無所属・新） 
○初瀬　充（無所属・新） 
　佐藤征之（無所属・新） 

1,020票 
990票 
642票 

当日有権者数 
有効票 
無効票 
持ち帰り・不受理 
投票率 

8,768人 
2,652票 
39票 
0票 

30.69％ 

■市民グラウンド・ゴルフ交流大会参加者募集 
日時　６月３日㈬午前９時～ 
場所　西目カントリーパーク「多目的広場」 
参加資格　西目地域在住者　参加料　300円 
申し込み・問い合わせ先　５月25日㈪まで
　斎藤さん（☎33-2938） 

染
色
を
気
軽
に
体
験
で
き
ま
す 

▲  



予算額
581億5,089万5千円

収入済み額
397億4,339万6千円

収入率
68.3%

項　　目 予　算　額 収入済み額 収入率
地方交付税
市 債
国庫支出金
市 税
県 支 出 金
諸 収 入
使用料・手数料
分担金・負担金
繰 入 金
そ の 他

193億6,522万0千円
104億1,740万0千円
100億5,737万8千円
83億7,650万2千円
35億7,930万6千円
11億3,315万7千円
8億9,432万8千円
3億5,906万2千円
3億3,031万4千円
36億3,822万8千円

193億6,522万0千円
18億5,180万0千円
23億5,982万0千円
81億8,588万1千円
21億8,787万5千円
10億0,950万4千円
8億1,491万7千円
3億1,194万2千円
3,654万5千円

36億1,989万2千円

100.0%
17.8%
23.5%
97.7%
61.1%
89.1%
91.1%
86.9%
11.1%
99.5%

予算額
581億5,089万5千円

支出済み額
448億2,785万2千円

執行率
77.1%

項　　目 予　算　額 支出済み額 執行率
総 務 費
民 生 費
公 債 費
土 木 費
教 育 費
農林水産業費
衛 生 費
消 防 費
商 工 費
そ の 他

108億2,161万8千円
100億   816万7千円
99億1,949万5千円
85億6,693万3千円
73億5,471万4千円
33億   455万1千円
30億   474万6千円
16億6,324万6千円
15億2,386万8千円
19億8,355万7千円

53億6,733万2千円
95億7,316万6千円
98億9,483万2千円
47億6,937万0千円
61億7,723万2千円
23億7,567万7千円
25億   663万1千円
16億1,729万7千円
13億2,489万1千円
12億2,142万4千円

49.6%
95.7%
99.8%
55.7%
84.0%
71.9%
83.4%
97.2%
86.9%
61.6%

科目

計

収入済み額 1人あたり 1世帯あたり

普
　
通
　
税

目
的
税

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
鉱 産 税
入 湯 税
都市計画税

33億5,435万9千円
38億5,712万5千円
1億7,349万3千円
5億3,049万2千円
5,069万7千円
9,747万8千円

1億2,223万7千円
81億8,588万1千円

38,382円
44,135円
1,985円
6,070円
580円
1,115円
1,399円
93,666円

117,708円
128,451円
5,778円
17,667円
1,688円
3,246円
4,070円

272,608円

人口87,394人、世帯30,028世帯
（平成21年3月31日現在　住民基本台帳から）

会　計　別 予算現額 収入済み額 収入率（％）支出済み額 執行率（％）

単位：千円

（市で借りているお金）

国民健康保険
老 人 保 健
後期高齢者医療
休日応急診療所
情報センター
地 域 情 報 化
奨 学 資 金
介護サービス
下 水 道
集 落 排 水
簡 易 水 道
休養宿泊施設
ス キ ー 場
財 産 区

計

9,660,867
1,031,689
666,071
13,379
458,501
140,946
92,711
844,294
4,176,070
3,143,005
1,472,186
22,440
93,054
4,878

21,820,091

8,692,868
1,013,274
655,513
14,689
209,259
78,559
93,894
756,329
1,787,303
1,143,566
451,707
19,556
93,061
4,876

15,014,454

90.0 
98.2 
98.4 
107.5
45.6
55.7
101.3
89.6
42.8
36.4
30.7
87.1
100.0 
99.9
68.8

8,207,838
918,966
648,666
12,042
212,182
124,437
71,757
698,027
3,728,172
2,721,394
1,175,122
14,637
65,228
4,474

18,602,942

85.0 
89.1 
97.4 
90.0 
46.3 
88.3 
77.4 
82.7 
89.3 
86.6 
79.8 
65.2 
70.1 
91.7 
85.3 

［計  710億79万8千円］

［計  710億79万8千円］

財務省から

288億6,221万5千円

郵政から

99億1,502万3千円

89億2,708万3千円

公庫から

銀行などから

214億858万9千円

その他から（秋田県など）
18億8,788万8千円

普通債
567億4,995万9千円

災害復旧債
8億2,668万3千円

臨時財政対策債
110億7,803万3千円

減税補てん債
16億5,910万7千円

その他
6億8,701万6千円

※平成20年度の市債は、大部分が出納整理期間の借入れとなります。

由利本荘ひな街道「町中ひなめぐり・由利高原鉄道おひ
なっこ列車開始式」（3月1日、矢島駅で）



おくやみ申し上げます

＜４月16日～30日受け付け分＞

＜４月16日～30日受け付け分＞

茂木ひで子さん（旧矢島町功労者・矢島町新荘）
は４月10日永眠されました。昭和57年から10年間
にわたり、旧矢島町社会福祉協議会理事として尽
力されるとともに、公民館運営審議委員や社会教
育委員、婦人会長など、各分野で貢献されました。
平成５年旧矢島町社会福祉功労者顕彰。84歳。
桃井　一さん（旧大内町功労者・北福田）は４
月29日永眠されました。昭和59年から10年間にわ
たり北福田町内会長を務められ、住民自治の向上
と町政の円滑な推進に尽力されました。平成６年
旧大内町自治功労表彰。77歳。 
小松　　さん（旧本荘市功労者・大簗）は平成
20年11月27日永眠されました。（本年4月24日届け
出）昭和22年に国勢調査員となられ、以来50年以
上にわたり各種統計調査員として尽力されました。
平成９年旧本荘市自治功労顕彰。85歳。

佐藤　　凛ちゃん（美香さん）石脇

佐藤　一冴ちゃん（真樹さん）大浦

畠沢　陽央ちゃん（牧人さん）川口

長塚　祐樹ちゃん（直樹さん）中梵天

千田　遥真ちゃん（和弘さん）大鍬町

齋藤　英慈ちゃん（忠弘さん）大浦

今野　夢菜ちゃん（ 悟 さん）石脇

瀬川　心愛ちゃん（昇太さん）藤崎

　橋　咲希ちゃん（孝幸さん）松街道

　野　　翼ちゃん（ 聡 さん）薬師堂

石垣　飛来ちゃん（啓太夫さん）三条

須藤　悠月ちゃん（ 肇 さん）出戸町字赤沼下道

小松　青葉ちゃん（孝幸さん）烏川

石井　桜子ちゃん（和暁さん）二十六木

佐々木武尊ちゃん（雅和さん）石脇

今野　愛実ちゃん（大輔さん）川口

井島　　南ちゃん（有太さん）下大野

齊藤　心遥ちゃん（康平さん）石脇

佐藤　千桜ちゃん（ 広 さん）大谷

鈴木　結奈ちゃん（宏郎さん）石脇

長谷部心優ちゃん（ 勝 さん）石脇

小松　　玲ちゃん（ 純 さん）矢島町城内

小番　賢人ちゃん（正人さん）矢島町立石

豊島　千紗ちゃん（紳矢さん）矢島町七日町

佐々木愛奏ちゃん（貴広さん）岩城内道川

田口　生翔ちゃん（ 悟 さん）岩城二古

三浦　　暁ちゃん（ 信 さん）森子

佐藤ひなたちゃん（猛彦さん）岩谷町

佐藤　　遥ちゃん（ 良 さん）東由利舘合

工藤　拓馬ちゃん（憲治さん）西目町出戸

小松　セツさん 
　　　　　（柳生・78歳） 

佐々木俊　さん 
　　　　　（御門・59歳） 

太田　正人さん 
　　　　　（石脇・58歳） 

佐々木トシ子さん 
　　　　（日役町・86歳） 

佐藤ミヨヱさん 
　　　　　（石脇・84歳） 

小助川一則さん 
　　　　　（内越・54歳） 

佐々木順二さん 
　　　　　（東町・82歳） 

伊藤　リツさん 
　　　（西小人町・82歳） 

佐々木一郎さん 
　　　　（小人町・84歳） 

岡本　セイさん 
　　　　　（石脇・81歳） 

大竹末之丈さん 
　　　　　（船岡・75歳） 

佐藤　美芳さん 
　　　　　（石脇・68歳） 

時岡美紀子さん 
　　　　　（船岡・54歳） 

大友　安松さん 
　　　　　（石脇・85歳）

菊池　惣治さん 
　　　　（小人町・74歳） 

太田　　京さん 
　　（矢島町城内・71歳） 

村上ハナヨさん 
　　（矢島町荒沢・92歳） 

佐々木夘一さん 
　（矢島町七日町・93歳）

金子タミ子さん 
　　（矢島町川辺・54歳） 

小野ふさ子さん 
　（矢島町七日町・53歳） 

豊島　良子さん 
　　（矢島町元町・86歳） 

大場文太郎さん 
　　（矢島町新荘・88歳） 

渡部　善美さん 
（岩城亀田亀田町・59歳） 

長谷部ミヨさん 
　（岩城亀田大町・85歳） 

佐々木健造さん 
　　　　　（前郷・83歳） 

眞田新之助さん 
　　　　　（前郷・89歳） 

鈴木　令子さん 
　　　　　（曲沢・76歳） 

佐藤　忠助さん 
　　　　　（土倉・97歳） 

尾森千代美さん 
　　　　　（西沢・75歳） 

鈴木　杏一さん 
　　　　　（深沢・76歳） 

伊藤スミエさん 
　　　　　（中俣・61歳） 

小林　ハツさん 
　　　　（岩谷町・92歳） 

渡辺スミヨさん 
　　（東由利黒渕・92歳） 

佐藤文十郎さん 
　　（東由利黒渕・77歳） 

小松正之助さん 
　　（東由利黒渕・97歳） 

加川スズヱさん 
　　（西目町出戸・76歳） 

小松　勁子さん 
　　（西目町沼田・85歳） 

工藤ヨリミさん 
　　（西目町沼田・87歳） 

　台サツミさん 
　　（西目町出戸・87歳） 

　野　武男さん 
　（鳥海町上笹子・81歳） 

赤川　ミヤさん 
　（鳥海町上直根・92歳） 

豊島　留男さん 
　（鳥海町上川内・77歳）
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■平成21年度由利高校同窓会
 　｢ゆりの会｣総会
　とき…6月21日㈰午前10時～午後3時
　ところ…本荘グランドホテル
　会費…3,000円
　申し込み方法…5月25日㈪まで手賀さ
　ん（本荘東：☎22－8281）、吉川さん（本
　荘南：☎22－8009）、佐久間さん（本荘
　北：☎22－3669）、伊藤さん（大内：☎65
　－3007）、黒田さん（岩城：☎28－2974）、
　渡辺さん（矢島：☎55－2273）、正木さ
　ん（由利：☎53－2147）、小松さん（東由
　利：☎69－3801）、藤井さん（西目：☎33
　－3745）
■｢古稀を祝う会｣開きます 
　とき…7月4日㈯午後3時受け付け、3
　時30分記念写真撮影 　 
　ところ…ホテルアイリス 
　会費…男性13,000円、女性12,000円
　対象…昭和15年4月2日～昭和16年4月
　1日生まれの方
　申し込み･お問い合わせ　6月10日㈬まで
　村岡淑郎さん（☎22－0630）、高橋葉満子さ
　ん（☎24－2040）､齋藤英雄さん（☎22－0022）、
　ホテルアイリス（村上さん☎24－5115）
■法人会講演会〝直江兼続が貫いた　
　　｢義｣｢愛｣の心に学ぶ〟
　とき…5月19日㈫午後3時45分～ 
　ところ…ホテルアイリス
　講師…鈴木貞夫さん（日本史研究家）  
　※入場無料
　申し込み･お問い合わせ…社団法人本
　荘法人会（☎24－3050）
■子育てサロン「なかまっ子｣
 参加者募集
　とき…6月6日㈯午前10時～正午
　ところ…鶴舞会館 運動室
　内容…ミニ運動会
　対象…親と子､祖父母と孫など､どな
　たでも 　　参加費…無料
　申し込み方法…5月31日㈰まで 
　市社会福祉協議会本荘支所（☎24－3634）
■第47回市民ゴルフ大会　
　とき…5月24日㈰
　ところ…秋田プレステージゴルフ倶

　楽部　　スタート…第1組は午前8時
　（7分間隔）　　競技方法…18ホールス
　トロークプレイ、新ペリア方式  
　参加資格…市内に在住･在勤､または
　市に深くかかわりを持つ方
　参加費…3,000円（当日受け付け）　
　定員…96人（先着順）
　申し込み･お問い合わせ…5月19日㈫
　まで本荘ゴルフ協会事務局（（有）タカハ
　ラ広告内☎23－0305･fax24－2832）
■パッチワークキルト エムハート本荘
　教室10周年作品展
　とき…5月30日㈯、31日㈰午前10時～
　午後5時（31日は午後4時まで）
　ところ…本荘文化会館地下ギャラリ
　ー　　入場料…無料
　お問い合わせ…小島さん（☎24－2134）

■第13回押し花すみれ会押し花絵展 
　「自然に感謝～四季おりおりに」
　とき…5月22日㈮～25日㈪午前10時～
　午後4時（22日は午後1時～）
　ところ…本荘文化会館地下ギャラリー
※毎日｢押し花体験会｣（押し花はがき
　作り～無料）あります｡
　お問い合わせ…藤原さん（☎22－8347）、 
　佐藤ハナ子さん（☎22－7080） 
■太極拳無料講習会
  ～60歳以上の方は生涯無料～
　とき、ところ…鶴舞会館：毎週水曜
　日午後６時30分～８時30分、ポンパ
　ル：毎週月・金・日曜日午前９時30
　分～11時30分
　申し込み・お問い合わせ…本荘太極
　拳オレンジ　井島さん（☎22－5535）
■バンド・フェスタ２００９
 ～吹奏楽の華が咲き始めました～　

　とき…5月24日㈰午前10時30分開演～
　午後4時20分終演予定
　ところ…本荘文化会館
　主催…本荘由利地区吹奏楽連盟 
　出演…加盟団体　　入場料…300円
※公共の交通機関でご来場ください｡
　お問い合わせ…
　矢島高校･猪股先生（☎55－3031）
■ボランティア･NPO基礎講座
 「Let's Try！☆ボランティア
 一緒に、はじめてみませんか…」
　とき…5月24日㈰午前10時～正午
　ところ…遊学舎（日赤病院隣り） 　
　内容…ボランティア活動実践者の方
　の話を聞きながら基本について学びます
　パネリスト…日本笑い学会秋田県幹事･
　人星亭喜楽駄朗さん､向日葵の会･田
　口英也さん､ひだまりファーム 代表･
　草皆新さん　　参加費…500円
　お問い合わせ…NPO法人あきた　パ
　ートナーシップ  （☎018-829-5801）
■にかほウィンド・アンサンブル 　
　第２回スプリングコンサート
　とき…5月23日㈯午後6時～ 
　ところ…仁賀保勤労青少年ホーム　
　入場料…どなたでも無料 　指揮…岡
　田友弘（由利本荘市出身）　曲目…
　大河ドラマ｢天地人｣､交響組曲｢機動
　戦士Zガンダム｣ほか 
　問い合わせ先…事務局･尾留川さん 
　　　　　　　　　（☎090-2797-1322）
■ダンスパーティー開催します
　とき…5月24日㈰午後1時30分～
　ところ…仁賀保公民館（むらすぎ荘）
　会費…1,000円
　お問い合わせ…にかほ社交ダンスサ
　ークル佐々木さん（☎090-9039-1701）
■陶芸「初心者無料体験教室」 
　とき…５月26日㈫午前10時～正午 
　ところ…天鷺村陶芸工房 
　会費…材料費（土、釉薬代など）1,500円 
　お茶碗を作ります。申し込みは
　お早めに
　申し込み・お問い合わせ…加賀
　市子さん（☎73－2919）
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『
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
』
の
第

一
号
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
判

で
、
全
二
十
㌻
。
創
刊
号
で
は
三
月

二
十
二
日
の
由
利
本
荘
市
誕
生
を
受

け
、
表
紙
は
本
庁
舎
の
開
庁
式
、
二

〜
三
㌻
で
は
各
総
合
支
所
で
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
様
子
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

を
念
頭
に
、
創
刊
の
時
か
ら
一
日
と

十
五
日
の
月
二
回
発
行
に
よ
る
対
応

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
第
五
十
号
は
平
成
十
九
年
四
月
十

五
日
号
。
そ
し
て
今
号
で
百
号
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
毎
号
三
万
七
百

部
を
印
刷
し
、
各
家
庭
や
市
出
身
者

へ
市
の
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て

●
一
部
あ
た
り
の
単
価
は

　
一
部
あ
た
り
の
印
刷
代
は
カ
ラ
ー

印
刷
の
ペ
ー
ジ
数
な
ど
に
よ
っ
て
変

動
し
ま
す
が
、
五
月
一
日
号（
24
㌻
）

で
約
33
・
５
円
、
今
号
（
16
㌻
）
で

約
20
・
８
円
で
す
。
財
政
面
を
考
慮

し
な
が
ら
も
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
（
視
覚

的
）
な
効
果
も
ね
ら
い
つ
つ
、
紙
面

製
作
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

 

●
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に

　
兇
器
は
「
凶
器
」
、活
か
す
は
「
生

か
す
」、親
睦
は
「
親
交
・
懇
親
」
…
。

広
報
紙
で
は
「
　
」
内
に
す
べ
き
だ

と
、
用
字
用
語
の
使
い
方
に
も
決
ま

り
が
あ
り
ま
す
。
「
受
付
係
」「
受
け

付
け
中
」な
ど
、送
り
が
な
に
も
使
い

分
け
が
あ
り
、
大
き
く
は
「
新
聞
表

記
」を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。幅
広
い

年
齢
層
を
対
象
と
す
る
広
報
紙
で
あ

り
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
書

く
こ
と
が
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
手
に
と
っ
て
読
ん
で
も
ら

え
る
広
報
紙
」
を
目
指
し
、
写
真
の

構
図
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が
マ
ン
ネ
リ
に

な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

 

●
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携

　
広
報
紙
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
の

連
携
を
図
り
、
正
月
号
の
「
新
春
市

政
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
を
合
同
企
画
で

実
施
。ま
た
、取
材
し
た
出
来
事
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
い
ち
早
く
お

知
ら
せ
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
月
二
回
、
全
世
帯
向
け
に
発
行
す

る
広
報
媒
体
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
何
分
に
も
紙
面
に
は
限

り
が
あ
り
、
印
刷
〜
仕
分
け
〜
配
布

ま
で
最
短
で
も
四
日
間
を
要
す
る
な

ど
、
速
報
性
の
面
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
か
な
い

ま
せ
ん
。

　
そ
の
半
面
、
広
報
紙
に
は
自
分
の

時
間
に
合
わ
せ
、
読
む
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
特
性
や
記
録
性
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
連
携
を
図
り
、
相
互
に

補
完
し
な
が
ら
、
情
報
の
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

■
身
近
な
広
報
紙
を
目
指
し
て

　
広
報
の
語
源
は「Public Relations

」

で
、
直
訳
す
る
と
「
大
衆
・
公
衆
と

の
関
係
」
を
指
し
、
行
政
広
報
の
場

合
は
、
行
政
と
住
民
と
の
よ
り
良
い

関
係
を
築
く
こ
と
が
目
的
で
す
。
広

報
と
広
聴
は
セ
ッ
ト
で
、
行
政
に
も

広
報
に
も
住
民
参
加
が
不
可
欠
だ
と

さ
れ
ま
す
。（
　
日
本
広
報
協
会
『
実

践
広
報
紙
づ
く
り
』
か
ら
）

　
高
度
情
報
化
時
代
の
行
政
広
報
紙

の
在
り
方
は
多
様
で
す
が
、
広
報
紙

も
読
み
物
の
一
つ
。
多
く
の
人
の
声

や
元
気
な
姿
が
伝
わ
る
よ
う
な
紙
面
、

読
み
手
の
側
に
配
慮
し
、
よ
り
身
近

な
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
地

域
の
明
る
い
話
題
や
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

（社）

　
☎
　
　
24
―
６
２
３
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
23
―
１
３
２
２

広
報
広
聴
課

広
報
・
広
聴
の
こ
と
は

い

ぼ
く

■
広
報
紙
が
で
き
る
ま
で

 

□
編
集
会
議
　
広
報
紙
を
発
行

し
た
後
、
次
号
の
編
集
会
議
を

開
催
。
掲
載
す
る
内
容
を
協
議

し
、
ペ
ー
ジ
割
り
と
取
材
・
編

集
を
分
担
し
ま
す
。

□
取
材
　
行
事
な
ど
に
出
か
け

て
写
真
を
撮
影
し
、
皆
さ
ん
の

声
を
拾
い
ま
す
。
取
材
に
ど
う

ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

□
原
稿
作
成
・
レ
イ
ア
ウ
ト
　

電
話
や
窓
口
応
対
と
と
も
に
原

稿
を
整
理
、
見
出
し
や
写
真
の

配
置
な
ど
を
工
夫
し
、
レ
イ
ア

ウ
ト
用
紙
に
割
り
付
け
ま
す
。

□
出
稿
　
出
来
上
が
っ
た
レ
イ

ア
ウ
ト
と
原
稿
を
印
刷
会
社
に

送
り
ま
す
。
レ
イ
ア
ウ
ト
は
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
で
、
原
稿
は
電
子

メ
ー
ル
で
送
信
。
印
刷
会
社
さ

ん
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
編

集
が
行
わ
れ
ま
す
。

□
校
正
　
校
正
刷
り
を
確
認

し
、
文
字
な
ど
の
間
違
い
を
何

度
も
直
し
ま
す
。
注
意
し
て
い

て
も
、
時
に
見
落
と
し
が
…
。

□
製
版
・
印
刷
　
最
終
校
正
を

終
え
て
、
印
刷
会
社
で
は
製
版

と
印
刷
に
か
か
り
、
印
刷
後
、

町
内
会
単
位
に
仕
分
け
ま
す
。

□
配
布
　
本
荘
地
域
は
印
刷
会

社
さ
ん
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
、
七
地
域
は
総
合
支
所

が
行
政
協
力
員
さ
ん
あ
て
に
配

達
し
ま
す
。
そ
し
て
町
内
会
を

経
て
、各
家
庭
に
配
ら
れ
ま
す
。

1234567

市政の針路や日々の出来事などを伝えて市政の針路や日々の出来事などを伝えて100100号に号に

　広報紙で懐かしい郷里の近
況を知ることができ、感謝し
ています。第94号の千体地
蔵の表紙写真には胸打たれま
した。大内出身者にとっては
忘れられない写真です。ます
ますご努力なさって、充実し
た広報紙を編集してください。

　検診日程、地域情報、お誕生
は必ず見ます。行事などで知人
が載っていると「出ていたね」
と携帯電話でメールしたり。カ
ラー印刷できれいですし、内容
も充実しています。「市民の声」
などがあれば、もっと身近に感
じられるかもしれませんね。

木内芙美枝さん
(32歳・西目町沼田)

田口勝一郎さん
(86歳・秋田市濁川)

街角

市政の針路や日々の出来事などを伝えて100号に

い
ま
す
。

い
ま
す
。

 

●
広
報
紙
の
編
集
方
針

●
広
報
紙
の
編
集
方
針

　
表
紙
は
最
近
の
行
事
や
市
内
の
風

　
表
紙
は
最
近
の
行
事
や
市
内
の
風

景
な
ど
を
一
枚
写
真
で
掲
載
。
二
㌻

景
な
ど
を
一
枚
写
真
で
掲
載
。
二
㌻

か
ら
は
市
政
の
取
り
組
み
や
現
状
な

か
ら
は
市
政
の
取
り
組
み
や
現
状
な

ど
を
ま
と
め
、
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で

ど
を
ま
と
め
、
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で

は
地
域
の
話
題
な
ど
を
拾
っ
て
い
ま

は
地
域
の
話
題
な
ど
を
拾
っ
て
い
ま

す
。
「
情
報
ひ
ろ
ば
」
は
相
談
や
募

す
。
「
情
報
ひ
ろ
ば
」
は
相
談
や
募

集
記
事
な
ど
、
「
地
域
情
報
コ
ー
ナ

集
記
事
な
ど
、
「
地
域
情
報
コ
ー
ナ

ー
」
で
は
身
近
な
施
設
で
の
催
し
な

ー
」
で
は
身
近
な
施
設
で
の
催
し
な

ど
を
載
せ

ど
を
載
せ
、「、「
県
立
大
学
通
信
」

県
立
大
学
通
信
」
「
図

書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
「
家

書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
「
家

族
み
ん
な
の
健
康
手
帳
」
や
「
市
民

族
み
ん
な
の
健
康
手
帳
」
や
「
市
民

伝
言
板
」
な
ど
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

伝
言
板
」
な
ど
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
、
近
く
行
わ
れ
る
催
事
な
ど
を

情
報
、
近
く
行
わ
れ
る
催
事
な
ど
を

広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

い
ま
す
。

 

●
広
報
紙
の
編
集
方
針

　
表
紙
は
最
近
の
行
事
や
市
内
の
風

景
な
ど
を
一
枚
写
真
で
掲
載
。
二
㌻

か
ら
は
市
政
の
取
り
組
み
や
現
状
な

ど
を
ま
と
め
、
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で

は
地
域
の
話
題
な
ど
を
拾
っ
て
い
ま

す
。
「
情
報
ひ
ろ
ば
」
は
相
談
や
募

集
記
事
な
ど
、
「
地
域
情
報
コ
ー
ナ

ー
」
で
は
身
近
な
施
設
で
の
催
し
な

ど
を
載
せ
、「
県
立
大
学
通
信
」
「
図

書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
「
家

族
み
ん
な
の
健
康
手
帳
」
や
「
市
民

伝
言
板
」
な
ど
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
、
近
く
行
わ
れ
る
催
事
な
ど
を

広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。 
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